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液細胞診で classV腺癌を得たことから,粘液産生肺癌

と診断し,停全摘術施行.病理組織学的には,障休部に

40×22mmの石灰化を伴 う粘液癌を認めた.術後 2ケ月

の現在生存中.特徴的な乳頭所見を呈するこの型の陣痛

の早期発見のため,通常の上部消化管内視鏡検査でも,

主乳頭の観察が重要と考えられる.

9.障頭 十二指腸切除が有効で あ った慢性勝炎

で早期胃癌 を併発 していた 1例
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約40年間,1日に 2台 (180ml)位から最近の 5年間

では,900m1-18(氾mlの清酒を常飲 していた男性で,

慢性アルコール性牌炎と5年前に診断され,治療開始 し

たが断酒できず,急性増悪を繰 り返 し,最近では上腹部

激痛発作,体重減少,急性アルコール中毒,肝障害を呈

すようになり,糖尿病,高血圧症を併発し入退院を繰 り

返 していた患者に,豚頑十二指腸切除術を施行 し,愁訴

の消失と糖尿病の好転をみた 1例を報告する.

術前検査で胃休部に ⅠIc早期癌を発見,又 CT,腹部超

音波検査,ERCP等で勝頭弥石灰沈着,肺嚢胞形成,

拡張 した肺管内の結石,下部総胆管狭窄,多発性二次挿

管嚢状拡張等が確認された.術前検査では,CEA,CA-

19-9,尿中ア ミラーゼ,血清アミラーゼ,ACCR,トリ

プシン,エラスターゼ 1,r-GTPA1-P,等の上昇と

PFD テス トの低下がみられた.

陣頭十二指腸切除時に胃 リンパ節郭清と,勝管内結石

の胆道内視鏡を用いた除去が行なわれた.術後の検査で

は上記検査の正常化と75gr糖負荷試験,1日血糖曲線

PFD テス ト,ACCR 等で陣内分泌機能,及び肺内分

泌機能の両者の好転がみられた.術後 1年の現在症状全

く消失,休垂増加がみられ,断酒にも成行,快適な日常

生活を送っている.

10.アル コール性肺炎 32例 の検 討
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近年アルコール消費量の増加に伴い,アルコールに起

因する臓器障害.代謝異常は日常塩床上 しばしば遭遇す

る病態となってきている.我々は過去 5年間にアルコー

ル依存症 120例を経験 し,そのうち肝炎と診断された32

例について臨床像を中心に検討 した.症例は男性29例,

487

女性 3例で50歳代の男性が 9例と最も多かった.問題飲

酒開始から症状発現までは 7年から20年まで平均11.8年

で平均発症年齢は38.5歳であった. 画像診断で は

ERCPを18例に施行 L,石沃化例8例,主揮菅閉塞3例,

偽嚢胞 3例が認められた.また石灰化群に体重減少傾向

が認められた.糖尿病は肺炎と密接な関係にあり,11例

(34.3%)が薬物療法を要 した.そしてアルコール依存

症 120例中,牌炎群は非牌炎群に比 して肝機能障害 (肝

胆道系酵素,ICG)が軽度であった.(p<0.05)臓器

のアルコール感受性についてさらなる検討が必要と思わ

れた.

ll.胃休部接吻潰傷 の一方 が早期癌で あった 2例
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胃癌と胃潰癖が同一胃内に独立 して存在することは比

較的まれとされているが,その中でも接吻漁場の一方が

癌である例はきわめてまれなものとされている.今回我

々は胃休部接吻潰壕の一方が早期癌であった例を 2例経

験 した.第 1例は内視鏡的に一方が悪性であることを疑

われ,生検により癌が発見された.第 2例は当初接吻漁

癌のいずれもが形態的に良性と診断され,才台療をうけて

いたが,漁場の経過観察の過程で一方が悪性を疑われ,

生検により癌が発見された.

接吻潰癖の一方が早期癌であった従来の報告例による

と,癌の組織型は低分化型腺癌でⅡC+Ⅲ型をとるもの

が多いとされているが,本症例はこれとよく一致 してい

た .

接吻潰癌においてもきわめてまれではあるが,一方が

早期癌の例があり,注意深い検索が必要であることを示

した .

12.胃の hyperplasticpolypの 一 部 に癌 を 認

めた 2例
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症例 1ほ58才男性.20×18mmの亜有茎性ポリープで

表面はやや分葉状を呈 し,発赤詞であった.症例 2は73

才女性.13×10mmの有茎性ポリープで,表面は比較的

平滑で発赤詞であった.いずれも内視鏡的には,明らか

な悪性所見を認めなかったが,組織診にて,東部表層の

一部に高分化型腺癌が証明された.


